
橋
本
政
権
と
行
政
改
革

樋

口

美
　
智
　
子

　
東
洋
大
学
と
文
教
区
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
、
一
九
九
七
年
九
月
二
〇
日
か
ら
一
〇
月
一
八
日
ま
で
五
週
間
に
渡
っ
て
（
毎

週
一
回
）
「
行
政
改
革
の
政
治
経
済
学
」
（
大
学
公
開
講
座
）
が
白
山
校
舎
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
五
人
の
講
師
に
よ
り
発
表
さ
れ
た

中
で
、
筆
者
は
「
橋
本
政
権
と
行
政
改
革
」
を
担
当
し
、
橋
本
総
理
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
た
行
政
改
革
会
議
の
「
中
間
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
き

を
中
心
に
講
演
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
時
の
講
演
を
元
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

東洋法学

一二三四五

目
　
　
次

は
じ
め
に

行
革
は
日
本
の
緊
急
課
題

橋
本
行
革
の
進
め
方

中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト

郵
政
省
の
解
体
論
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八七六

公
共
事
業
関
連
省
庁
の
再
編

大
蔵
省
の
改
革

お
わ
り
に

は
じ
め
に
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橋
本
総
理
が
議
長
と
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
行
政
改
革
会
議
が
、
平
成
九
年
九
月
三
日
に
議
論
を
整
理
し
「
中
間
報
告
」
を
提
出
し

た
。
中
間
報
告
は
元
よ
り
行
政
改
革
案
の
途
中
の
議
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
大
幅
に
手
直
し
が
施
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
最
終

報
告
が
、
実
際
に
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
最
終
報
告
の
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
中

間
報
告
の
手
直
し
は
、
橋
本
行
革
案
を
何
歩
か
進
め
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
既
得
権
を
有
す
る
人
た
ち
や
政
治
的
圧
力
に
よ
り
、

後
退
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
（
勿
論
、
合
理
的
な
手
直
し
も
行
わ
れ
る
と
期
待
し
た
い
が
。
）
従
っ
て
、
橋
本
総
理
と
そ
の
ブ
レ
ー

ン
に
よ
る
行
革
会
議
の
目
指
す
理
念
と
方
向
性
を
知
り
、
さ
ら
に
今
後
も
持
続
的
に
行
政
改
革
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
間

報
告
に
示
さ
れ
た
内
容
を
分
析
す
る
意
味
は
大
き
い
。
本
稿
で
は
行
革
会
議
の
中
間
報
告
に
着
目
し
、
そ
の
狙
い
と
問
題
点
、
ま
た

発
表
さ
れ
た
当
初
の
各
方
面
の
反
応
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
　
行
革
は
日
本
の
緊
急
課
題

ま
ず
今
な
ぜ
、
行
政
改
革
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
挙
げ
ら
れ
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
大
き
な
理
由
は
、
国
が



抱
え
る
巨
額
の
財
政
赤
字
の
存
在
で
あ
る
。
平
成
九
年
度
末
で
、
国
債
発
行
残
高
は
、
建
設
国
債
が
一
六
三
兆
円
、
赤
字
国
債
が
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

七
兆
円
、
両
方
を
た
し
て
二
四
一
兆
円
に
上
る
。
国
民
一
人
当
た
り
一
九
二
万
円
の
借
金
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
平
成
九
年
二
月
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
大
蔵
省
は
上
田
清
司
議
員
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、
九
年
度
末
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ら

国
と
地
方
、
そ
し
て
隠
れ
借
金
を
合
わ
せ
た
額
が
五
二
一
兆
円
に
上
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
内
訳
は
表
一
に
示

東洋法学
し
た
通
り
で
あ
る
。
九
七
年
度
の
国
民
総
生
産
（
G
D
P
）
は
五
一
八
兆
円
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
借
金
総
額
が
史
上
初
め
て
G
D
P
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
経
済
協
力

開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
に
よ
る
と
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
債
務
残
高
の
G
D
P
比

は
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
が
六
四
％
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
六
〇
％
で
あ
り
、
一

〇
〇
％
を
越
え
る
国
は
イ
タ
リ
ア
と
日
本
し
か
な
く
、
日
本
の
財
政
事
情
は
最
悪
と

言
え
る
状
態
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
計
算
で
は
、
国
民
一
人
当
た
り
の
借
金
は
四
三

四
万
円
、
四
人
家
族
だ
と
一
七
四
〇
万
円
と
い
う
途
方
も
な
い
額
に
な
っ
て
し
ま
う
。

財
政
赤
字
を
減
ら
す
に
は
、
政
府
の
予
算
規
模
を
縮
小
し
、
歳
出
を
大
幅
に
削
減
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
行
政
改
革
が
是
非
と
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

橋
本
総
理
だ
け
で
は
な
く
誰
が
総
理
大
臣
に
な
っ
て
も
日
本
が
直
面
す
る
緊
急
の
課

題
で
あ
る
と
言
え
る
。

1表

〔国の借金〕

（1997年度）

254兆円

90兆円

147兆円

15兆円

45兆円

521兆円

国債発行残高
特別会計借入金

地方債務残高
（国・地方重複分

「隠れ借金」

合計
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三
　
橋
本
行
革
の
進
め
方

　
行
政
改
革
を
断
行
し
財
政
赤
字
を
削
減
す
る
た
め
、
橋
本
首
相
は
行
政
改
革
、
財
政
改
革
を
政
権
が
掲
げ
る
六
大
改
革
の
中
に
位

置
づ
け
、
首
相
自
ら
が
「
行
政
改
革
会
議
」
の
会
長
、
「
財
政
構
造
改
革
会
議
」
の
議
長
と
な
り
、
「
火
だ
る
ま
」
と
な
っ
て
改
革
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

推
し
進
め
る
と
国
民
に
誓
っ
た
。
そ
の
行
革
会
議
の
初
会
合
は
平
成
入
年
一
一
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
。
行
革
会
議
は
広
い
意
味
で

い
わ
ゆ
る
国
の
審
議
会
と
言
っ
て
い
い
。
審
議
会
は
通
常
、
例
え
ば
総
理
が
会
長
を
任
命
し
、
会
に
あ
る
課
題
を
諮
問
、
会
が
討
議

し
た
後
答
申
を
提
出
す
る
、
と
い
う
形
を
と
る
。
し
か
し
今
回
は
、
橋
本
総
理
自
ら
が
会
長
と
な
っ
て
議
論
に
加
わ
り
、
あ
る
い
は

議
論
を
リ
ー
ド
し
て
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
総
理
の
意
気
込
み
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
経
済
界
、
労
働
界
、
学
者
、
文
化
人
な
ど
有
識
者
二
〇
数
名
。
事
務
局
は
局
長
に
水
野
清
・
内
閣
総
理
大
臣

補
佐
官
が
就
き
、
総
理
府
、
大
蔵
省
、
行
管
局
の
課
長
が
三
人
、
そ
し
て
各
役
所
か
ら
の
出
向
者
に
民
間
人
を
四
〇
人
ほ
ど
を
交
え

構
成
さ
れ
た
。
会
議
は
一
二
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
勉
強
会
が
続
き
、
な
か
な
か
実
質
的
な
審
議
に
進
ま
な
か
っ
た
。

事
務
局
に
各
役
所
か
ら
の
役
人
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
他
に
い
く
つ
も
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
兼
ね
る
秩
父
セ

メ
ン
ト
会
長
の
諸
井
慶
氏
は
、
「
役
人
が
作
っ
た
も
の
を
相
手
に
す
る
と
（
中
略
）
最
後
に
な
っ
て
（
中
略
）
ス
ト
ン
と
落
と
す
。
」

　
　
　
パ
を

と
嘆
い
た
。
し
か
し
総
理
が
こ
の
よ
う
な
ぺ
ー
ス
で
は
い
け
な
い
と
、
七
月
頃
か
ら
自
ら
が
会
議
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
っ
て
風
向

き
が
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
八
月
一
八
日
か
ら
二
一
日
の
四
日
間
、
箱
根
の
ホ
テ
ル
に
メ
ン
バ
ー
が
罐
詰
と
な
っ
て
集
中
審
議
が
行
わ

れ
、
こ
こ
で
行
革
案
の
全
て
が
決
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
時
は
各
省
の
役
人
が
影
響
力
を
及
ぼ
す
余
地
も
無
か
っ
た
と
の
こ
と
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で
あ
る
。
そ
し
て
中
間
報
告
が
九
月
三
日
に
発
表
さ
れ
た
。

四
　
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト

　
で
は
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
る
。
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
省
庁
の
再
編
で
あ
り
、
第

二
は
内
閣
機
能
の
強
化
で
あ
る
。

東洋法学

図一　「橋本行革ビジョン」による省庁再編案

内閣官房

内閣府

総務省

外務省

防衛庁

大蔵省（財務省）

法務省

国民安全省

経済産業省

国土開発省（国土交通省）

国土保全省（農林水産省）

国民生活省（労働福祉省）

環境安全省（環境省）

一教育研究文化省

　　　（教育科学技術省）

☆総合調整E

一
」
」
」
」

◎国家の存続

◎国富の拡大

◎国民生灘［

◎教育・国民文化・

注二（）内は行革会議最終答申の中で使われた名称

　　これらの名称も変更の可能性がある

ω
省
庁
再
編

第
一
の
省
庁
再
編
は
、
現
在
の
一
府
二
一
省
庁

が
一
府
一
二
省
庁
に
ま
と
め
ら
れ
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
橋
本
総
理
は
ま
ず
国
の
機
能
を
、
「
国

家
の
存
続
」
、
「
国
富
の
拡
大
」
、
「
国
民
生
活
の
保
障
」
、

「
教
育
・
国
民
文
化
」
の
四
つ
に
分
け
、
そ
れ
を
横

断
す
る
も
の
と
し
て
「
総
合
調
整
」
を
設
け
た
。
こ

う
し
た
分
類
を
し
た
上
で
、
現
在
の
省
庁
数
を
削

減
し
名
称
を
変
え
、
四
プ
ラ
ス
一
の
機
能
の
下
に

新
名
称
の
役
所
を
当
て
は
め
て
い
っ
た
の
が
、
図

一
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
省
庁
を
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分
割
・
統
合
し
て
、
新
た
な
省
庁
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
消
え
る
と
さ
れ
た
省
庁
は
郵
政
省
だ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
で
は
省
庁
数
は
確
か
に
半
減
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
政
府
の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
が
不
明
確
な
の
が
問
題
で
あ
る
。
省
庁
の
数
を
減
ら
し
て
も
、
そ
の
こ
と
で
役
所
の
予
算
と
仕
事
、
人
員
を
ど
れ
く
ら
い

減
ら
す
こ
と
に
な
る
の
か
、
今
回
の
中
間
報
告
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
端
的
な
例
は
大
臣
の
数
で
あ
る
。
現
在
国
務
大
臣
は
二
二

名
い
る
が
、
省
庁
数
が
半
分
に
な
る
こ
と
で
、
大
臣
も
半
分
に
な
っ
て
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
橋
本
総
理
は
、
大
臣

数
は
今
後
も
二
〇
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
政
治
家
に
と
っ
て
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
は
一
つ
の
目
標
で
あ
る
と

も
言
え
、
大
臣
数
を
削
減
す
る
こ
と
は
政
治
家
た
ち
か
ら
の
反
発
も
強
い
。
そ
れ
だ
か
ら
ほ
ぼ
同
数
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
行
革
は
政
治
家
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
前
へ
は
進
ま
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
今
回
の
行
革
案
が

省
庁
数
は
半
分
に
減
ら
し
て
も
、
果
た
し
て
予
算
、
仕
事
、
人
員
ま
で
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、
疑
問
が
も
た
れ
て
い
る
。
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②
　
内
閣
の
機
能
強
化

　
次
に
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
内
閣
及
び
内
閣
機
能
の
強
化
で
あ
る
。
こ
の
背
景
は
、
戦
後
の
日
本
の
政
治
が
結
局
の
と
こ
ろ
、

霞
ケ
関
の
官
僚
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
認
識
に
あ
る
。
政
策
立
案
や
法
案
作
成
・
提
出
と
い
う
、
本
来
立
法
府
で
あ
る

国
会
が
す
べ
き
こ
と
を
、
実
質
的
に
行
政
府
が
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
政
治
の
最
高
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
総
理
大
臣
に
し
て
も
、

重
要
な
政
策
決
定
は
官
僚
の
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
総
理
は
大
臣

を
任
命
し
閣
僚
を
指
揮
す
る
権
限
を
も
つ
。
そ
の
閣
僚
が
出
席
す
る
閣
僚
会
議
は
内
閣
の
重
要
な
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
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図　　二

1 内閣　　　　i
I
I
I
I
」 1
i　　　卜一」　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　内閣官房長官l　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

…†
内閣官房
【総合戦略】

・基本方針の企画立案（対外政策、安全保障

　政策、マクロ経済政策、予算編成等）

・政府部内最終調整

・情報、危機管理、広報

内閣府　　　　　　　　　　　　　「一r　r－r
【総合調整機能】　　　　　　　　I　I　I　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l沖1胆1
・経済財政政策　　　　　　　　　1縄I　I　l
・総合科学技術政策　　　　　　　1・I　l当1
　防災　　　　　　　　　　　　　　1北l　l　l
・男女共同参画　　　　　　　　　1方I　l大1
．沖縄振興対策　　　　　　　　　1対l　I　l
　　　　　　　　　　　　　　　　l策I　I臣1
・北方領土問題対策　　　　　　　1担I　l　l

：
、
灘舞鷹　i蓋H嚢i
・皇室、栄典、公式制度　　　　　一一　一一』

　「
一1　経済財政諮問会議

一1　総合科学技術会議1宮内庁 1
　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　」
　＃＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿r
　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　」　＃＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

畦＿空圭腿壷蓬一一」

イ”賑期琴巌譲コ
　　　　　　』

出典．行革会議「中問報告」平成9年9月3日

閣
僚
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
議
題
は
、
す
で
に
各
省
庁
の
事
務
次
官
た
ち
が
話
し
合
い
、
調
整
と
合
意
が
形
成
さ
れ
た
後
で
閣
議

に
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
閣
議
は
役
人
の
合
意
を
承
認
す
る
機
関
と
な
り
、
閣
僚
会
議
は
質
疑
も
な
く
一
〇
分
間
程
で
終
了
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

る
と
い
う
形
骸
化
し
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
組
織
的
に
は
、
総
理
大
臣
に
は
秘
書
官
が
四
名
付
く
が
、
そ
れ
は
大
蔵
、
外
務
、
通
産
省
、
そ
し
て
警
察
庁
か
ら
の
出
向
で
あ
り
、

こ
の
四
人
の
秘
書
官
た
ち
は
総
理
を
支
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
本
省
の
方
に
顔
を
向
け
て
い
る
。
細
川
総
理
の
時
、
総
理
の
直
属
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
首
相
補
佐
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
複
数
置
こ
う
と
し
た
が
、
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
の
抵
抗
が
大
き
く
結
局
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
置
け
な
か
っ
た
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
か
ら
も
、
総
理
大
臣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
指
導
力
は
こ
れ
ま
で
限
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
結
局
、
総
理
大
臣
が
省
庁
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
・
統
廃
合
、
予
算
配
分
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
し
を
行
い
た
く
と
も
、
霞
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
か
ら
の
大
き
な
抵
抗
に
あ
い
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図三　〉省庁再編後の内閣と主要経済官庁との政策の流れ＜

　通信放送委員会　一一・
　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　ド情報通信分野で意見交換　：

総務省

　大蔵省
予算編成の指示

　産業省
コ　ド　ド　し

　1公共事業の計画や

　：保全で意見交換

国土開発省

国土保全省

雇用福祉省

文部・科学技術省

内
閣
府

景
気
対
策
の
指
示
・

経
済
政
策
の
調
整

経
済
財
政
諮
問
会
議

総
合
科
学
技
術
会
議

教育と科学技術の総合調整

金
融
監
督
庁

出典　日経新聞97年8月22日

内
　
閣

実
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
治
が
政
治
と
し
て
機

能
す
る
た
め
、
内
閣
及
び
内
閣
の
機
能
強
化
が
今
回
中
間
報
告
に

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
内
閣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
補
佐
・
支
援
機
関

と
し
て
、
内
閣
官
房
、
内
閣
府
、
総
務
省
の
設
置
を
中
間
報
告
は
提

案
し
た
（
図
二
）
。

　
内
閣
官
房
”
総
理
大
臣
が
行
う
国
家
の
基
本
政
策
の
立
案
、
総

合
戦
略
の
立
案
を
補
佐
・
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ス
タ
ッ

フ
は
行
政
の
内
外
か
ら
総
理
大
臣
に
よ
り
直
接
選
ば
れ
た
人
材
に

よ
り
運
営
さ
れ
る
。

　
内
閣
府
”
内
閣
官
房
の
総
合
戦
略
機
能
を
助
け
る
。
総
理
の
立

案
し
た
政
策
が
実
現
す
る
よ
う
各
省
庁
間
を
横
断
的
に
調
整
す
る
。

例
え
ば
景
気
対
策
が
必
要
な
場
合
、
内
閣
府
の
経
済
財
政
諮
問
会

議
が
総
務
省
、
大
蔵
省
、
産
業
省
、
国
土
開
発
省
（
い
ず
れ
も
新
名

称
）
な
ど
に
指
示
を
行
い
総
合
的
な
政
策
を
実
現
し
て
い
く
。
外
局

を
複
数
置
く
（
図
三
）
。
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総
務
省
“
人
事
、
組
織
管
理
な
ど
の
行
政
管
理
事
務
を
行
う
。
ま
た
地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
企
画
立
案
を
行
い
、
地
方
分
権
を

推
進
す
る
。
中
央
・
地
方
全
て
の
官
僚
組
織
を
こ
こ
で
把
握
す
る
。
外
局
を
複
数
置
く
。

　
内
閣
の
機
能
強
化
は
政
治
が
官
僚
に
対
し
て
復
権
す
る
た
め
に
、
是
非
と
も
必
要
な
改
革
で
あ
る
。
中
間
報
告
は
こ
の
点
に
踏
み

込
ん
で
お
り
、
評
価
さ
れ
る
。
た
だ
し
提
案
の
中
に
問
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
ど
う
し
て
内
閣
の
機
能
が
三
つ
の
組
織
に
分
か
れ
た
の

か
、
そ
の
根
拠
が
明
確
で
な
い
。
む
し
ろ
、
現
在
の
総
理
府
の
中
に
あ
る
国
務
大
臣
（
長
官
）
を
も
つ
「
庁
」
を
、
名
前
を
変
え
内

閣
府
と
総
務
省
の
中
に
押
し
込
ん
だ
印
象
が
あ
る
。
そ
し
て
、
大
蔵
省
か
ら
分
離
さ
れ
た
形
の
金
融
監
督
庁
や
同
じ
く
郵
政
省
か
ら

分
離
さ
れ
た
郵
政
事
業
庁
を
、
無
理
や
り
外
局
に
配
置
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
行
革
を
実
施
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
今
ま
で

の
大
臣
庁
を
減
ら
し
、
内
閣
府
と
総
務
省
な
ど
二
つ
置
か
な
く
と
も
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
し
ま
え
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
中
間

報
告
は
、
そ
の
点
が
ま
だ
甘
い
感
を
受
け
た
。

　
加
え
て
本
質
的
な
問
題
も
あ
る
。
内
閣
の
機
能
強
化
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
国
会
の
役
割
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
総
理
大
臣
の
権
限
だ
け
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
、
議
院
内
閣
制
を
と
る
日
本
に
お
い
て
、
国
会
の
機
能
、
特
に
野
党
の
存
在
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
従
っ
て
内
閣
機
能
強
化
を
図
る
際
に
は
、
同
時
に
国
会
の
機
能
強
化
も
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ

そ
う
し
た
点
か
ら
、
民
主
党
が
提
案
し
て
い
る
国
会
が
行
政
を
監
視
し
て
い
こ
う
と
い
う
日
本
版
G
O
A
構
想
や
、
複
数
の
政
治
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ら

を
省
庁
に
送
り
込
む
副
大
臣
制
度
な
ど
は
、
国
会
の
機
能
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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五
　
郵
政
省
の
解
体
論

　
行
革
の
議
論
で
必
ず
話
題
に
な
る
の
が
郵
政
三
事
業
の
民
営
化
で
あ
る
。
中
間
報
告
は
、
郵
便
事
業
は
国
営
、
郵
便
貯
金
事
業
は

徐
々
に
民
営
化
、
簡
易
保
険
事
業
は
民
営
化
と
い
う
踏
み
込
ん
だ
提
案
を
行
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
郵
政
三
事
業
の
民
営
化
が
求
め
ら

れ
る
背
景
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
ま
ず
、
郵
政
三
事
業
に
か
か
わ
る
人
た
ち
は
国
家
公
務
員
で
あ
る
が
、
三
事
業
で
三
〇
万
人
と
い
う
規
模
に
な
る
。
国
家
公
務
員

数
は
八
五
万
人
だ
が
（
自
衛
隊
を
除
く
）
、
そ
の
三
分
の
一
強
が
郵
政
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
の
リ
ス
ト
ラ
と

い
う
時
、
こ
こ
に
注
目
が
集
ま
る
所
以
で
あ
る
。
（
実
際
は
郵
政
三
事
業
は
特
別
会
計
で
運
営
さ
れ
、
国
の
一
般
会
計
と
は
切
り
離

さ
れ
て
い
る
。
）
（
表
二
）

　
次
に
、
三
事
業
の
経
営
は
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
営
、
独
占
、
と
い
う
経
営
形
態
は
、
非
効
率
的
、
非
合

理
的
な
経
営
が
行
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
郵
便
事
業
を
み
て
み
る
と
、
日
本
の
郵
便
料
金
は
割
高
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
米
国

の
場
合
、
葉
書
は
二
三
円
、
封
書
は
三
七
円
で
配
達
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
国
土
の
二
七
～
入
倍
の
広
さ
を
も
ち
な
が
ら
、
全
国
一

律
こ
の
料
金
で
あ
り
、
さ
ら
に
様
々
な
割
引
料
金
制
度
も
あ
っ
て
大
量
利
用
者
や
非
営
利
団
体
な
ど
に
は
こ
れ
が
適
応
さ
れ
る
。
た

だ
し
ア
メ
リ
カ
の
郵
便
事
業
を
扱
う
合
衆
国
郵
便
公
社
（
U
S
P
S
）
は
、
連
邦
政
府
の
下
の
公
社
で
あ
り
民
営
化
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
文
書
を
含
む
速
達
配
達
業
に
ま
で
民
間
企
業
が
参
入
し
て
お
り
、
U
S
P
S
は
厳
し
い
競
争
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
コ
ス
ト
を
下
げ
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
は
郵
便
事
業
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表二　分野別国家公務員数（内訳）＊9年度

内部部局 その他 備　　　　　考

行政機関＊ 852，877 38，825 814，052

非現業 533，770 36，626 497，144

国立学校 135，106 135，106 国立学校特会

国税 57，202 605 56，597 国税庁

国立病院・療養所等 53，596 53，596 国立医療機関計

治安関係 52，558 2，516 50，042

矯正官署

海上保安

検察

警察

20，770

12，222

11，325

8，241

1，106

1，410

20，770

11，116

11，325

6，831

矯正収容施設計

海上保安庁

検察庁

国家公安委員会

年金・社会保険 17，369 271 17，098 社会保険庁＋付則8条

職業安定等 24，983 1，124 23，859 労働省

登記事務等 12，561 12，561 法務局・地方法務局

入国管理・税関等

〔内訳〕

　　税関

　　入管

　　植防

　　検疫

　　動検

12，639

8，275

2，331

　880
　838
　315

12，639

8，275

2，331

　880
　838
　315

C　I　Q機関計

（入国者収容所を含む。）

その他

〔主なもの〕

　　航空安全

167，756

　6，946

32，110

　545

135，646

　6，401

気象 6，206 1，149 5，057

外交 5，094 1，967 3，127

特許 2，529 2，458 71

現業 319，107 2，199 316，908

郵政 302，665 1，963 300，702

郵便 141，647 一 一
貯金 64，810

保険 45，092

その他 51，116

林野 8，991 236 8，755

印刷 5，992 5，992

造幣 1，459 1，459

（総務庁「行政改革の推進」平成7年度等を参考に作製）
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が
赤
字
に
な
り
そ
う
に
な
れ
ば
、
郵
便
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
。
国
営
、
独
占
だ
か
ら
容
易
く
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
民
営

化
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
で
は
、
郵
便
貯
金
事
業
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
郵
貯
は
、
国
営
、
非
営
利
、
国
が
保
障
、
の
下
に
預
金
残
高
を
確

実
に
延
ば
し
て
き
た
。
現
在
、
日
本
の
個
人
金
融
資
産
は
一
二
〇
〇
兆
円
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
貯
蓄
性
預
金
は
六
二
〇
兆
円
に
上

る
。
そ
の
中
で
郵
貯
は
二
一
二
兆
円
、
約
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
（
図
四
）
。
民
間
金
融
機
関
か
ら
郵
貯
が
民
業

を
圧
迫
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
は
簡
易
保
険
も
同
じ
こ
と
で
、
現
在
一
〇
〇
兆
円
に
上
る
簡
保
の
資
産

貯蓄性預金

620兆円

（51．8％）

残
高
は
、
民
間
の
生
命
保
険
会
社
全
体
資
産
の
実
に
七
〇
％
に
及
ぶ
。
民
間

の
銀
行
や
生
保
が
汗
と
知
恵
で
金
を
集
め
て
い
る
の
に
、
郵
貯
も
簡
保
も

国
営
、
非
営
利
、
国
が
保
障
で
楽
に
預
金
や
保
険
金
を
集
め
て
い
る
と
の
批

判
が
強
い
。
ま
た
別
な
観
点
か
ら
は
、
郵
貯
も
簡
保
も
国
営
で
あ
る
た
め
、

そ
の
資
金
が
自
由
に
運
用
で
き
な
い
。
二
一
世
紀
ま
で
に
金
融
ビ
ッ
グ
バ

ン
を
断
行
し
、
日
本
経
済
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う

時
、
こ
れ
だ
け
の
資
金
量
を
国
の
機
関
が
抱
え
て
い
る
こ
と
は
、
金
融
自
由

化
に
と
っ
て
は
弊
害
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
郵
貯
と
簡
保
の
民
営
化

論
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
郵
貯
と
簡
保
の
資
金
は
そ
の
多
く
が
財
政
投
融
資
資
金
に
回
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図四　日本人の個人金融資産

　　　〔96年・6月末〕

　　　　　　　　　　　　有価証券

　　　　　保険　 156兆円

　　　　　296兆円　　　（13・1％）

　　　　　（24．7％）

　　　　　　　　　1，198兆円
現金・要求払預金

126兆円（10．5％）　　　　　　艀毫

（瓢円）
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さ
れ
る
。
そ
の
先
は
八
八
の
特
殊
法
人
に
流
れ
る
（
図
五
）
。
特
殊
法
人
は
、
そ
の
目
的
が
既
に
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
、
役

割
も
終
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
得
権
者
の
反
対
で
存
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
し
て
経
営
は
非
効
率
的
で
あ
る
。
そ

の
た
め
特
殊
法
人
の
赤
字
を
補
填
す
る
た
め
、
毎
年
二
兆
円
弱
の
資
金
が
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま

ま
財
政
赤
字
に
マ
イ
ナ
ス
の
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
に
特
殊
法
人
の
統
廃
合
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
そ
の
た
め
、

特
殊
法
人
を
整
理
・
統
合
・
廃
止
す
る
に
は
、
大
元
か
ら
の
資
金
フ
ロ
ー
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
り
、
郵
貯
と
簡
保
の
改
革
が

　
　
　
　
　
　
　
　
す
レ

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
郵
政
三
事
業
の
民
営
化
が
行
革
会
議
で
も
主
要
議
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
郵
便
事
業
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
民
営

化
さ
れ
た
場
合
、
山
間
・
僻
地
の
郵
便
局
は
つ
ぶ
れ
る
か
統
廃
合
さ
れ
る
、
ま
た
全
国
一
律
料
金
で
配
達
さ
れ
て
い
た
制
度
が
崩
れ
、

不
便
な
と
こ
ろ
は
郵
便
料
金
が
跳
ね
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
、
な
ど
の
議
論
が
出
た
。
そ
の
た
め
、
郵
便
事
業
だ
け
国
営
と
い
う
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゆ

線
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
間
報
告
へ
の
批
判
は
、
民
営
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
勢
力
か
ら
は
、
報
告
が
一
歩
踏
み
出
し
た
こ
と
は
評
価
し
つ
つ
、

三
事
業
を
切
り
離
し
て
郵
便
事
業
は
国
営
と
し
た
た
め
、
改
革
不
十
分
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た
郵
便
貯
金
に
し
て
も
徐
々
に
民

営
化
と
い
う
こ
と
で
は
、
実
際
そ
れ
が
い
つ
実
現
さ
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
結
局
民
営
化
を
見
送
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
に
は
な
ら

な
い
か
、
と
の
批
判
が
出
た
。
一
方
、
中
間
報
告
に
最
も
強
く
反
発
を
示
し
た
の
は
与
党
自
民
党
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
三
事
業
一
体
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
き

国
営
維
持
を
強
く
表
明
し
た
。
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
全
国
特
定
郵
便
局
の
局
長
会
の
圧
力
で
あ
る
。
特
定
郵
便
局
は
、
国
家
機
関

で
あ
り
な
が
ら
、
特
殊
な
地
位
に
あ
る
。
郵
便
局
員
は
国
家
公
務
員
だ
が
、
郵
便
局
長
は
世
襲
が
許
さ
れ
る
。
局
長
の
資
格
条
件
は
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「
二
五
才
以
上
の
者
で
、
相
当
の
学
識
才
幹
の
あ
る
者
」
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
簡
単
な
一
般
教
養
試
験
と
作
文
、
面
接
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
面
接
も
特
定
郵
便
局
長
会
の
幹
部
が
行
い
恣
意
的
と
言
え
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
な
背
景
ま
で
遡
ら
な
い
と
理
解
で
き
な

い
が
、
元
々
特
定
郵
便
局
の
局
長
は
、
明
治
時
代
に
郵
便
制
度
が
導
入
さ
れ
た
時
、
そ
の
町
の
名
士
が
引
き
受
け
て
い
た
。
そ
の
名

残
が
あ
り
、
今
で
も
局
長
の
世
襲
制
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
た
め
、
特
定
郵
便
局
の
局
長
は
そ
の
地

域
で
大
き
な
政
治
的
力
を
有
す
る
。
選
挙
の
時
は
、
地
元
に
密
着
し
た
集
票
マ
シ
ー
ン
と
し
て
機
能
す
る
わ
け
で
あ
る
。
特
定
郵
便

局
の
存
在
は
、
日
本
の
保
守
政
党
を
支
え
る
一
助
に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
国
家
公
務
員
に
世
襲
制
が
許
さ
れ
、
選
挙
活

動
が
自
由
に
で
き
る
と
い
う
の
は
、
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
現
在
ま
で
通
っ
て
き
た
わ
け
で
、
政
治
家
へ

の
影
響
力
は
大
き
い
。
こ
う
し
た
力
が
、
郵
政
三
事
業
の
国
営
、
民
営
の
功
罪
を
冷
静
に
議
論
す
る
機
会
も
与
え
ず
、
中
間
報
告
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お

示
し
た
郵
政
二
事
業
民
営
化
路
線
に
大
き
な
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

六
　
公
共
事
業
関
連
省
庁
の
再
編

東洋法学
　
次
に
、
公
共
事
業
を
扱
う
省
庁
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
を
み
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
行
革
の
目
標
で
あ
る
財
政
赤
字
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
公
共
事
業
費
で

あ
る
。
公
共
事
業
費
は
九
七
年
度
予
算
を
み
て
も
全
体
の
一
三
％
程
を
占
め
、
さ
ら
に
利
払
い
に
当
て
ら
れ
る
国
債
費
を
除
い
た
一

般
歳
出
の
一
六
％
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
予
算
と
し
て
大
き
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
公
共
事
業
は
真
に
国
民
の
二
ー
ズ
に
適
合

し
て
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
省
へ
の
公
共
事
業
関
連
費
の
予
算
配
分
が
ほ
ぼ
固
定
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し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
。
建
設
省
六
割
、
農
林
水
産
省
二
割
、
運
輸
省
一
割
、
そ
の
他
一
割
と
い
う
の
が
こ
こ
二
〇
年
来
の

　
　
　
　
　
　
パ
な

配
分
比
率
で
あ
る
。
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
、
予
算
が
つ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
自
ず
と
変
化
し
て
い
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
配
分

比
率
は
一
％
た
り
と
も
か
わ
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
し
て
も
、
予
算
が
効
率
的
に
あ
る
い
は
合
理
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
が
疑
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
行
革
会
議
も
公
共
事
業
担
当
官
庁
に
焦
点
を
当
て
て
議
論
を
行
っ
た
。

　
中
間
報
告
が
上
げ
た
案
は
、
建
設
省
の
河
川
局
を
同
省
か
ら
引
き
離
し
、
そ
の
部
分
を
農
林
水
産
省
と
一
緒
に
す
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
を
国
土
開
発
省
と
し
、
後
者
を
国
土
保
全
省
と
し
た
。
な
ぜ
河
川
局
を
分
離
し
た
か
と
言
え
ば
、
こ
こ
だ

け
で
九
七
年
度
で
も
一
兆
三
二
〇
一
億
円
、
公
共
事
業
費
の
一
四
・
七
％
に
上
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
最
大
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
道
路
に
次
ぐ
予
算
規
模
だ
か
ら
で
あ
る
（
図
六
）
。
建
設
省
の
中
で
も
河
川
局
は
技
官
を
中
心
に
大
き
な
力
を
備
え
て
い

る
。
そ
こ
を
切
り
離
し
、
農
林
水
産
省
と
ま
と
め
た
こ
と
で
、
建
設
省
で
大
き
な
権
限
を
も
つ
技
官
集
団
の
力
を
分
散
し
、
行
革
会

議
は
公
共
事
業
費
に
大
き
く
メ
ス
を
入
れ
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
中
間
報
告
が
出
て
か
ら
、
建
設
省
及
び
建
設
族
議
員
か
ら
一
斉
に
反
発
の
声
が
上
が
っ
た
。
自
民
党
の
建
設
部
会
、
道

路
調
査
会
、
国
土
開
発
調
査
会
、
住
宅
都
市
調
査
会
、
都
市
政
策
調
査
会
な
ど
一
〇
以
上
に
上
る
調
査
会
、
委
員
会
な
ど
が
建
設
省

か
ら
の
河
川
局
の
分
離
絶
対
反
対
を
唱
え
た
決
議
を
行
っ
た
。
か
わ
り
に
、
公
共
事
業
全
て
を
扱
う
「
国
土
整
備
省
」
を
設
立
せ
よ

と
の
提
案
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
革
会
議
が
一
番
恐
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
し
、
公
共
事
業
全
て
を
一
つ
に
し
た
ら
、

平
成
九
年
度
の
概
算
要
求
を
み
て
も
、
九
兆
円
に
上
る
予
算
を
扱
う
巨
大
官
庁
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
権
力
と
予
算
の
集
中
は

利
権
構
造
を
生
じ
さ
せ
や
す
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
行
革
会
議
は
建
設
省
か
ら
河
川
局
を
切
り
離
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
政
治
の
力
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図六　公共事業関係組織の再編
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漁港（2，353）

治山治水（13，201）

注）カッコ内は97年度当初

　予算額単位億円

　　国土開発省
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都市計画（13，656）

　一一一公園と下水道

住宅・市街地（12，374）

港湾（2，332）

空港（1，332）

鉄道（1，059）

出典●日経新聞97年8月26日
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は
そ
れ
と
は
違
う
方
向
に
議
論
を
運
ぼ
う
と
し
た
。

　
結
論
は
行
革
会
議
が
目
指
し
た
方
向
と
は
逆
に
進
展
し
、
巨
大
公
共
事
業
官
庁
が
生
ま
れ
そ
う
で
あ
る
。
政
治
圧
力
に
よ
り
そ
の

よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
場
合
は
、
情
報
公
開
な
ど
に
よ
り
公
共
事
業
の
決
定
過
程
を
透
明
に
し
て
い
く
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。
入
札

に
参
加
し
た
業
者
、
入
札
価
格
、
そ
し
て
落
札
価
格
、
工
事
の
進
捗
状
況
、
実
際
の
予
算
の
使
わ
れ
方
、
そ
の
他
、
全
て
が
一
般
市

民
に
も
わ
か
る
形
で
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
議
論
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
建
設
省
の
河
川
局
の
分
離
か
否
か
が
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど

治
論
争
の
渦
中
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
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七
　
大
蔵
省
の
改
革

　
大
蔵
省
の
改
革
も
行
革
会
議
の
大
き
な
議
題
で
あ
っ
た
。
大
蔵
改
革
が
求
め
ら
れ
る
背
景
は
、
経
済
・
金
融
政
策
の
失
敗
や
不
祥

事
が
続
発
し
、
国
民
か
ら
同
省
が
大
き
く
信
頼
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
蔵
省
の
権
限
を
な
る
べ
く
縮
小
し
て

い
こ
う
と
い
う
議
論
が
進
め
ら
れ
、
「
財
政
と
金
融
の
分
離
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
財
政
は
予
算
編
成
の

こ
と
を
主
に
指
し
、
金
融
は
金
融
行
政
と
政
策
に
か
か
わ
る
全
般
を
指
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
二
つ
は
切
り
離
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
ま
ず
財
政
破
綻
を
招
い
た
の
は
こ
の
二
つ
が
大
蔵
省
の
一
つ
屋
根
の
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
財
政
当
局
は
、

低
成
長
で
税
収
が
伸
び
な
い
時
代
、
景
気
拡
大
を
図
る
た
め
国
債
を
増
発
し
た
。
財
政
赤
字
が
大
き
く
伸
び
た
の
は
実
は
こ
こ
七
年

間
く
ら
い
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
間
に
戦
後
の
国
債
発
行
残
高
を
五
〇
％
も
越
え
る
国
債
を
発
行
し
た
。
勿
論
大
蔵
省
は
国
債
発
行



東洋法学
に
は
抵
抗
は
し
た
。
し
か
し
結
局
政
治
の
力
で
押
し
切
ら
れ
、
大
蔵
省
は
自
ら
が
監
督
権
を
握
ぎ
る
民
間
銀
行
に
半
強
制
的
に
国
債

発
行
を
消
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
財
政
と
金
融
部
門
が
分
離
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
安
易
な
国
債
の
発
行

を
誘
発
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
、
両
機
能
が
分
離
し
て
い
れ
ば
、
大
蔵
省
の
国
債
発
行
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
を

と
強
ま
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
大
蔵
省
は
住
専
に
代
表
さ
れ
る
民
間
金
融
機
関
の
経
営
破
綻
に
対
し
、
公

費
に
よ
る
救
済
措
置
を
講
じ
た
。
本
来
、
第
一
に
は
金
融
機
関
の
監
督
を
し
て
い
る
大
蔵
省
自
身
の
責
任
が
追
及
さ
れ
る
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
大
蔵
省
は
金
融
機
関
に
対
し
て
も
、
自
己
責
任
の
原
則
を
ま
ず
問
い
、
公
費
に
よ
る
救
済
は
最
後
の
最
後
の
手
段

と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
財
政
部
門
を
も
つ
大
蔵
省
は
、
金
融
機
関
の
救
済
に
や
は
り
安
易
に
公
費
、
つ
ま
り
税
金
を
投

入
し
た
。
こ
こ
で
も
、
財
政
と
金
融
と
が
分
離
さ
れ
て
い
た
ら
、
大
蔵
省
は
公
費
に
よ
る
金
融
機
関
の
救
済
に
反
対
し
、
他
の
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お

を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
大
蔵
省
の
財
政
と
金
融
部
門
の
分
離
が
行
革
会
議
で
も
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
中
間
報
告
で
は
、

結
局
こ
の
二
つ
は
切
り
離
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
理
由
は
、
既
に
大
蔵
省
改
革
は
着
手
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
奏
功
す
る
よ
う

な
努
力
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
ど
う
い
っ
た
改
革
が
な
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
ま
ず
金
融
監
督
庁
を
作
り
、
内
閣

府
の
外
局
と
し
た
こ
と
で
あ
る
（
図
七
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
融
機
関
の
業
務
内
容
の
検
査
・
監
督
機
能
を
実
質
的
に
大
蔵
省
か
ら

引
き
離
し
た
。
部
署
で
言
え
ば
、
大
蔵
省
の
金
融
検
査
部
門
及
び
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
大
蔵
省
か
ら
移
管
さ
れ
、
以
後
、
金

融
機
関
の
検
査
・
監
督
は
大
蔵
省
か
ら
は
完
全
に
分
離
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
改
革
は
、
日
銀
法
の
改
正
に
よ

る
日
銀
の
独
立
性
の
強
化
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
銀
は
、
人
事
面
に
お
い
て
も
権
限
に
お
い
て
も
大
蔵
省
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
。
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図七　省庁再編後の金融行政

一一帽農林系1
・一・・》1ノンバンク1

一一帽労働金庫1

資金援助など信用

秩序の維持策を協議

一金融監督官庁一

●金融制度の検査・監督

●通常の金融破たん処理

●銀行、証券、保険の免

※点線部分は今回見直しが固まった点

　　　　大蔵省

●金融制度の企画・立案

●預金保険制度の見直し

●外国為替の管理

　　　　日銀

●公定歩合の変更

●日銀券の発行限度の

　決定

（真渕勝『大蔵省はなぜ追いつめられたか』中央公論社、97年刊等を参考に作製）

そ
れ
が
今
回
の
日
銀
法
改
正
に
よ
り
、
総
裁
や
政
策
委
員
な
ど
に
大
蔵
省

の
人
材
が
送
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、
か
つ
日
銀
の
予
算
や
業
務
内
容

に
も
大
蔵
省
が
口
を
出
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
国
内
的
な
通
貨
の
安
定

の
責
任
主
体
が
日
銀
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
先
ず
大
蔵
省
の
改
革
は
着
手
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
中
間
報
告
は
そ
れ
以
上
の
改
革
案
を
出
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
与
党
三
党
間
で
、
大
蔵
省
の
財
政
と
金
融
の
分
離
は
先
に
合
意

が
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
社
民
党
と
さ
き
が
け
が
、
行
革

会
議
の
案
は
手
緩
い
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
自
民
党
に
も
特
に
大
蔵

省
を
支
援
す
る
集
団
は
な
く
、
さ
ら
に
住
専
問
題
で
は
大
蔵
省
が
示
し
た

公
費
投
入
策
に
よ
り
世
論
か
ら
激
し
い
非
難
を
浴
び
た
こ
と
も
あ
り
、
大

蔵
に
対
す
る
目
は
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
郵
政
三
事
業
の
民
営
化
や
建
設

省
の
河
川
局
分
離
を
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
に
評
判
の
悪
い
大
蔵

省
の
財
政
・
金
融
の
分
離
を
実
行
し
、
改
革
に
何
ら
か
の
成
果
を
上
げ
た

方
が
い
い
と
の
考
え
方
も
あ
る
。
中
間
報
告
で
生
き
延
び
た
よ
う
に
見
え

た
大
蔵
省
は
、
か
え
っ
て
行
革
会
議
よ
り
踏
み
込
ん
だ
改
革
を
突
き
付
け
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パ
じ

ら
れ
た
と
言
え
る
。

八
　
お
わ
り
に

　
さ
て
、
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
の
背
景
、
ま
た
そ
れ
が
提
示
さ
れ
て
か
ら
の
評
価
や
反
応
を
み
て
き
た
。
本
論
は
九
七
年

一
〇
月
末
に
書
か
れ
て
お
り
、
一
一
月
の
最
終
報
告
ま
で
ま
だ
期
間
が
あ
る
。
そ
し
て
本
書
が
発
行
さ
れ
る
時
は
既
に
最
終
報
告
が

出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
間
報
告
を
た
た
き
台
と
し
た
内
容
に
な
る
。
行
政
改
革
が
本
来
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
繰
り
返
す
が
、
国
の
予
算
・
仕
事
・
人
員
の
削
減
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
ど
れ
く
ら
い
、
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
、

と
い
う
数
字
と
期
日
が
行
革
案
で
は
示
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
し
か
し
勘
心
の
実
質
的
な
中
身
の
課
題
が
置
き
去
り
に
さ
れ

た
ま
ま
、
行
革
が
進
ん
で
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
財
政
赤
字
は
国
民
に
と
っ
て
も
は
や
抱
え
き
れ
な
い
額
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
を
今
解
消
し
な
い
と
、
行
政
か
ら
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
税
金
を
は
じ
め
国
民
負
担
率
ば
か
り

が
上
昇
し
て
い
く
と
い
っ
た
事
態
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
行
革
は
決
し
て
政
治
に
弄
ば
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

東洋法学

（
1
）

（
2
）

注講
座
は
以
下
の
内
容
で
行
わ
れ
た
。
「
民
営
化
と
規
制
緩
和
」
松
原
聡
東
洋
大
学
経
済
学
部
教
授
、
「
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
展
開
す

る
」
中
北
徹
同
教
授
、
「
現
在
経
済
学
と
行
革
の
論
理
」
新
田
俊
三
同
教
授
、
「
行
革
の
原
点
、
土
光
臨
調
を
振
り
返
る
」
並
河
信
乃

行
革
国
民
会
議
事
務
局
長

田
村
義
雄
編
『
図
説
　
日
本
の
財
政
　
平
成
八
年
度
版
』
東
洋
経
済
新
社
、
九
〇
ぺ
ー
ジ
。
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43
））

（
5
）76

（
8
）

　　　　　　　
1110　9

（
1
2
）

　
毎
日
新
聞
　
九
七
年
二
月
七
日
。

　
日
経
新
聞
　
九
六
年
一
一
月
二
九
日
。

　
こ
の
時
点
で
は
行
政
、
経
済
構
造
、
金
融
シ
ス
テ
ム
、
社
会
保
障
構
造
、
財
政
構
造
の
五
大
改
革
で
あ
り
、
教
育
が
後
に
付
け
加
え

ら
れ
て
六
大
改
革
と
な
っ
た
。

　
水
野
清
「
『
行
革
会
議
』
官
僚
と
の
攻
防
」
、
『
文
芸
春
秋
』
九
七
年
一
〇
月
。

　
例
え
ば
、
そ
の
一
〇
六
ぺ
ー
ジ
に
お
い
て
、
財
界
を
代
表
し
て
他
の
審
議
会
の
委
員
も
歴
任
し
て
い
る
諸
井
の
「
役
人
が
作
っ
た
も

の
を
相
手
に
す
る
と
、
最
初
は
ち
ん
た
ら
ち
ん
た
ら
、
最
後
に
な
っ
て
タ
タ
タ
ッ
と
走
り
込
ん
で
、
ス
ト
ン
と
落
と
す
。
そ
う
い
う
や

り
方
を
ま
た
や
る
の
か
」
と
い
う
嘆
き
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
行
政
権
と
は
何
か
」
、
『
世
界
』
九
七
年
八
月
、
五
三
ぺ
ー
ジ
。

　
国
会
の
付
属
機
関
と
し
て
行
政
監
視
院
を
置
き
、
（
米
国
に
な
ら
っ
て
）
国
の
行
政
機
関
等
へ
の
強
力
な
調
査
・
監
視
機
能
を
与
え

る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。

　
「
民
主
党
国
会
レ
ポ
ー
ト
9
7
」
一
四
ぺ
ー
ジ
。

　
各
省
庁
に
現
行
の
政
務
次
官
よ
り
強
力
な
権
限
を
持
つ
副
大
臣
を
各
三
人
づ
つ
置
く
こ
と
で
、
国
民
の
代
表
か
官
僚
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
を
強
化
す
る
案
。

　
同
右
　
一
七
ぺ
ー
ジ
。

　
財
部
誠
一
他
著
『
郵
貯
が
危
な
い
』
徳
間
書
店
、
九
七
年
、
二
七
～
二
九
ぺ
ー
ジ
。

　
同
右
、
一
二
二
～
一
二
三
ぺ
ー
ジ
。

　
全
国
に
二
五
〇
〇
〇
近
く
あ
る
郵
便
局
の
う
ち
、
五
〇
〇
〇
弱
が
窓
口
業
務
の
み
を
委
託
し
て
い
る
簡
易
郵
便
局
、
約
一
三
〇
〇
が

集
配
の
拠
点
で
も
あ
る
本
局
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
普
通
郵
便
局
で
、
他
の
一
八
O
O
O
以
上
が
、
本
局
と
同
様
に
郵
政
省
直
営
の
特

定
郵
便
局
で
あ
る
。
特
定
郵
便
局
は
小
規
模
で
も
地
域
に
密
着
し
て
お
り
、
建
物
等
は
局
長
の
個
人
資
産
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　
九
七
年
一
二
月
三
日
に
発
表
さ
れ
た
最
終
答
申
で
は
、
郵
政
三
事
業
は
一
体
の
ま
ま
二
〇
〇
三
年
に
公
社
化
さ
れ
、
職
員
の
身
分
は
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公
務
員
だ
が
独
立
採
算
を
強
め
、
郵
貯
資
金
も
一
応
は
全
額
自
主
運
用
と
さ
れ
た
。

　
樋
口
美
智
子
他
著
『
政
治
の
し
く
み
』
明
日
香
出
版
、
九
七
年
、
一
二
二
ぺ
ー
ジ
。

　
最
終
答
申
で
は
、
こ
の
時
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
公
共
事
業
の
大
部
分
を
支
配
す
る
強
大
な
国
土
交
通
省
が
提
案
さ
れ
、
河
川
局
も
建

設
省
か
ら
の
分
割
を
免
れ
た
。

　
真
渕
勝
　
『
大
蔵
省
は
な
ぜ
追
い
つ
め
ら
れ
た
の
か
』
中
央
公
論
社
、
九
七
年
、
二
五
～
二
六
ぺ
ー
ジ
。

　
同
右
、
二
七
ぺ
ー
ジ
。

　
最
終
答
申
で
も
大
蔵
省
は
、
財
政
H
金
融
の
分
離
を
一
応
は
免
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
与
党
三
党
の
話
し
合
い
で
二
〇
〇
三
年

時
点
で
の
再
検
討
が
約
束
さ
れ
、
九
八
年
に
人
っ
て
か
ら
の
大
蔵
不
祥
事
の
発
覚
に
よ
り
、
こ
の
問
題
は
今
後
も
課
題
で
あ
り
続
け
る

だ
ろ
う
。
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